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昨
年
の
３
・
11
以
降
、
日
本
人
の
価
値
観
が
変
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
モ
ノ
の
豊
か
さ
よ
り
も
潤
い
を
、
拝
金
主
義
よ

り
も
絆
を
、
効
率
よ
り
も
安
全
・
安
心
・
安
定
が
一
番
大
事
だ

と
実
感
し
始
め
た
。
今
、
日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
、
こ
ん
な
空
気

を
察
知
し
た
の
か
、
「
農
」
へ
の
回
帰
現
象
が
出
て
き
た
。
背

景
に
は
、
原
発
事
故
後
の
食
へ
の
関
心
の
高
さ
の
ほ
か
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
に
伴
う
農
へ
の
憧
れ
、
自
給
自
足
、
地

域
再
生
振
興
策
と
い
っ
た
要
素
が
あ
る
。
そ
れ
に
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
影
響
で
強
い
農
業
を
確
立
す
る
こ

と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
捉
え
る
向
き
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
自
然
を
友
と
す
る
農
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
が
当
た
っ
て
き
た
。

　
昨
年
４
月
に
本
格
始
動
し
た
農
業
生
産
法
人
・
誠
農
社
も
そ

ん
な
思
い
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
だ
。
「
健

康
で
お
い
し
い
お
米
を
つ
く
ろ
う
」
と
５
月
に
は
埼
玉
県
加
須

市
の
自
前
の
田
ん
ぼ
約
１
㌶
で
田
植
え
を
行
っ
た
。
米
づ
く
り

の
指
南
役
は
、
全
国
米
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
５
年
連
続
し
て

金
賞
に
輝
い
た
福
島
県
郡
山
在
住
の
古
川
勝
幸
さ
ん
（
55
）
。

同
氏
は
、
農
薬
を
一
切
使
わ
ず
漢
方
薬
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
生
産

す
る
技
術
を
確
立
、
今
や
コ
メ
づ
く
り
の
名
人
と
し
て
そ
の
名

は
全
国
に
轟
く
ほ
ど
有
名
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
老
若
男
女
約
50

人
は
、
名
人
・
古
川
さ
ん
か
ら
苗
植
え
の
コ
ツ
な
ど
を
教
わ
っ

た
あ
と
、
「
冷
た
い
」
「
滑
り
そ
う
」
な
ど
と
歓
声
を
挙
げ
な

が
ら
田
ん
ぼ
に
進
入
。
約
20
㌢
に
育
っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を

30
㌢
間
隔
で
丁
寧
に
植
え
る
な
ど
田
植
え
を
楽
し
ん
だ
。
誠
農

社
に
よ
る
と
稲
穂
が
黄
金
色
に
輝
く
10
月
頃
に
は
地
域
の
人
た

ち
を
招
待
し
て
の
収
穫
祭
を
計
画
し
た
い
と
し
て
い
る
。

３
・
11
以
降
に
進
む

「
農
」へ
の
回
帰
現
象

農
業
生
産
法
人・誠
農
社
が
田
植
え

おいしい
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屋
、
京
都
、
大
阪
と
言
っ
た
大

都
市
圏
で
一
斉
に
「
金
環
日

食
」
が
見
ら
れ
た
の
は
平
安
時

代
以
来
、
実
に
９
３
２
年
ぶ
り

と
か
、ま
た
首
都
圏
で
再
度「
金

環
日
食
」
が
見
ら

れ
る
の
は
３
０
０

年
後
の
２
３
１
２

年
だ
と
か
で
、
と

に
か
く
話
題
に
事

欠
か
な
い
世
紀
の

天
体
シ
ョ
ー
で
し

た
。

　
「
金
環
日
食
」

が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
の
仕
組
み

は
説
明
し
な
く
て
も
読
者
の
皆

様
は
先
刻
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
の
で
省
き
ま
す
。
で
も

何
で
５
月
21
日
に
「
金
環
日

食
」
に
な
っ
た
の
か
、
新
暦
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
覗
い
て
も
そ
の

謎
は
解
け
ま
せ
ん
。

　
で
も
月
の
満
ち
欠
け
で
構
成

さ
れ
て
い
る
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ら
そ
の
答
え
が
一
目
瞭
然
。

「
金
環
日
食
」
に
な
っ
た
日
が

新
月
＝
各
月
の
１
日
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
し
か
も
旧
暦
カ
レ
ン

ダ
ー
に
よ
る
と
「
金
環
日
食
」

と
な
っ
た
新
暦
５
月
21
日
は
旧

暦
４
月
１
日
で
し
た
。
月
が
太

陽
と
地
球
の
間
に
来
て
一
直
線

に
な
っ
た
新
月
だ
か
ら
こ
そ
あ

の
天
体
シ
ョ
ー
は
見
ら
れ
た
の

で
す
ね
。

　
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
の
楽
し
さ

を
も
う
少
し
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
新
暦
７
月
７
日
は
七
夕
で

す
。
天
の
川
を
隔
て
て
彦
星
と

織
姫
が
年
に
一
回
出
会
う
と
言

わ
れ
る
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
天
体
シ
ョ
ー
で
す
が
、
で
も

こ
の
梅
雨
の
時
期
、
雲
が
厚
い

た
め
逢
瀬
を
見
る
機
会
は
毎
年

至
難
の
業
。
し
か
し
、
旧
暦
カ

レ
ン
ダ
ー
を
見
る
限
り
七
夕
の

７
月
７
日
は
新
暦
の
８
月
24
日

に
該
当
。
こ
の
時
期
な
ら
、
も

う
と
っ
く
に
梅
雨
が
晴
れ
、
夜

空
は
満
天
の
星
。
昔
の
人
が
語

っ
た
七
夕
物
語
が
理
解
で
き
ま

す
。
左
様
の
ご
と
く
、
旧
暦
を

ひ
も
解
く
と
日
頃
何
気
な
く
過

ご
す
生
活
パ
タ
ー
ン
も
楽
し
く

な
り
ま
す
。

い
ま
す
。
今
や
国
民
の
３
％

に
満
た
な
い
農
家
が
日
本
の

食
糧
の
大
半
を
支
え
て
い
る

わ
け
で
す
。
農
業
従
事
者
の

平
均
年
齢
は
約
66
歳
と
高
齢

化
が
進
み
、
35
歳
未
満
は
５

％
と
深
刻
な
状
況
で
す
。
私

の
近
況
を
見
ま
わ
し
て
も
、

後
継
者
不
足
も
あ
っ
て
耕
作

放
棄
地
が
目
に
見
え
て
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
12
月
に
は
改
正

農
地
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た

に
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る

個
人
・
一
般
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
も
農
地
の
権
利
取
得

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
「
も
う
こ
れ
以
上
耕
作

さ
れ
て
い
な
い
土
地
を
拡
大

さ
せ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
一
方
、
昨
年
１
月
埼
玉
県

東
部
エ
リ
ヤ
で
住
生
活
総
合

企
業
㈱
フ
ジ
タ
グ
ル
ー
プ
の

運
営
会
社
で
あ
る
農
業
生
産

法
人
㈱
誠
農
社
も
改
正
農
地

法
の
主
旨
に
沿
い
、
【
自

然
、
そ
し
て
地
球
と
の
調
和

を
基
本
に
「
共
生
と
共
有
の

社
会
づ
く
り
」
に
貢
献
し
ま

す
。
】
そ
の
企
業
理
念
の
基

に
農
業
参
画
を
決
意
致
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
引
続
き
今
年
４
月
、
農
業

を
継
続
す
る
べ
き
エ
リ
ヤ
の

皆
様
と
の
懸
け
橋
に
も
な
っ

て
、
雇
用
拡
大
に
繋
が
る
若

者
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を

対
象
に
し
た
農
業
参
入
者
拡

大
を
目
指
し
、
惹
い
て
は
地

域
活
性
化
に
も
繋
が
る
農
業

参
画
し
た
㈱
誠
農
社
を
支
援

し
て
い
く
た
め
、
同
グ
ル
ー

プ
の
㈱
フ
ジ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
内

に
農
時
新
聞
発
行
部
門
を
起

ち
上
げ
、
こ
の
度
の
「
農
時

新
聞
」
の
創
刊
に
至
り
ま
し

た
。

　
昨
年
３
・
11
以
来
、
立
場

の
違
い
を
超
え
て
日
本
の
農

業
に
つ
い
て
の
現
状
認
識
を

新
た
に
共
有
し
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！

　
昨
今
、
溯
る
こ
と
縄
文
時

代
晩
期
（
紀
元
前
１
０
０
０

年
頃
）
に
始
ま
っ
た
と
も
言

わ
れ
る
コ
メ
づ
く
り
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
中
に
、
日
本
人
総
て
が

持
ち
生
き
続
け
て
い
く

「
源
」
が
あ
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
！

　
『
さ
あ
～
、読
者
の
皆
様
、

あ
な
た
も
コ
メ
づ
く
り
を
手

掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
！
』

　
先
の
東
日
本
大
震
災
に
て

被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
に

は
、
お
見
舞
い
の
言
葉
も
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。

　
只
々
一
日
で
も
早
期
な
復

興
に
向
け
、
困
難
な
状
況
が

解
決
さ
れ
る
事
を
祈
る
ば
か

り
で
す
。

　
こ
の
間
、
総
て
の
日
本
人

の
価
値
観
を
転
換
さ
せ
ら
れ

た
事
実
も
否
定
で
き
な
い
と

言
え
ま
し
ょ
う
！

　
日
本
の
農
業
の
農
業
就
業

人
口
は
約
２
６
０
万
人
。
過

去
５
年
間
で
75
万
人
弱
、
毎

年
15
万
人
ず
つ
減
り
続
け
て

　
夏
休
み
に
親
子
で
無
料
ミ
ニ

ミ
ニ
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
作
り
ま
せ

ん
か

―
農
業
生
産
法
人
㈱
誠

農
社
が
１
日
ま
で
親
子
３
組
を

募
集
中
で
す
。

　
こ
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
３
㍍
四

方
で
２
階
建
て
（
写
真
）
。
中

国
地
方
や
奥
多
摩
の
山
村
で
方

丈
庵
生
活
を
楽
し
む
ア
ウ
ト
ド

ア
ー
の
達
人
・
奥
窪
康
洋
さ
ん

（
70
歳
）
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
誕

生
。
鉄
パ
イ
プ
と
べ
ニ
ヤ
板
を

組
み
合
わ
せ
る
だ
け
の
簡
単
な

バ
ン
ガ
ロ
ー
。「
大
人
５
～
６
人

は
泊
れ
る
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
誠
農
社
で
は
今
夏
、
同
社
が

所
有
す
る
菜
園
付
近
で
親
子
に

　
コ
メ
づ
く
り
の
名
人
・
古

川
勝
幸
さ
ん
が
久
喜
や
加
須

の
住
民
に
コ
メ
づ
く
り
の
コ

ツ
を
伝
授
す
る
と
あ
っ
て
、

こ
の
日
は
早
朝
か
ら
フ
ジ
テ

レ
ビ
が
取
材
に
来
て
い
た
。

そ
の
中
で
「
農
業
が
楽
し
め

る
家
づ
く
り
」
を
標
榜
し
、

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

「
半
農
半
Ｘ
」
の
実
践
を
奨

励
し
て
い
る
農
業
生
産
法
人

誠
農
社
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
兼
㈱
フ
ジ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

代
表
取
締
役
の
藤
田
誠
二
氏

（
50
）
も
取
材
を
受
け
て
い

た
。
藤
田
氏
は
「
農
地
が
あ

れ
ば
多
様
な
価
値
観
に
応
え

ら
れ
る
何
か
が
で
き
る
」

「
こ
こ
を
拠
点
に
21
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
是
非
提
案
し
て

み
た
い
」
な
ど
と
持
論
を
カ

メ
ラ
の
前
で
力
説
し
て
い

た
。

こ
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
共
同
で
作

っ
て
も
ら
っ
て
思
い
出
深
い
夏

休
み
を
満
喫
し
て
も
ら
お
う

と
、
製
作
希
望
者
を
募
集
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
。

　
対
象
は
小
学
生
（
男
女
と
も

可
）と
親
。参
加
費
用
は
無
料
。

親
子
３
組
が
夏
休
み
期
間
の
８

月
18
日
～
19
日
ま
で
の
間
、
随

時
共
同
で
制
作
。
希
望
者
は
８

月
１
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
参
加

す
る
親
子
の
氏
名
と
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
を
お
書
き
の

上
、
参
加
し
た
い
理
由
を
添
え

て
〒
３
４
６
―
０
０
１
６
久
喜

市
久
喜
東
２
の
４
の
１
フ
ジ
タ

ビ
ル
内
、
農
時
新
聞
「
ミ
ニ
ミ

ニ
バ
ン
ガ
ロ
ー

係
」
ま
で
郵
送
く

だ
さ
い
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽

選
。
当
選
者
に
は

後
日
直
接
電
話
な

ど
で
通
知
し
ま

す
。

　福島県郡山市在住の古川勝幸さ
ん（55）が生産する「漢方未来
米」栽培で最大の特徴は、一切農
薬を使わないことだ。モットーは
豊かな土づくりと健康にやさしい
コメづくり。
　手法は農薬を使わない代わりに
有機質原料を長期にわたり熟成し
たものに、漢方生薬（堆肥と牛骨
を120度で高熱焼成した純骨粉、
650度で高温殺菌させた卵カラ）
を配合。それと肥料や農薬を使わ
ないために漢方土壌改良剤を利
用、さらに漢方効果を促進させる
ために漢方活性剤を使っている。
田植えの際には再生紙マルチとい
うシートを敷くことで雑草は光合
成ができず生えてこないメリット
を発見。雑草が生えてこないので
除草剤を散布する必要もなく、ま
た漢方薬の肥料に害虫が寄り付か

ないので殺虫剤を撒くこともない
一石二鳥の効果がある。
　こういった目新しい手法を確立
した古川さん。「米・食味分析鑑
定コンクール」（主催＝米・食味
分析鑑定士協会）で平成16年か
ら５年連続して金賞を受賞。今や
「名球会」ならぬ「名稲会」に入
会、名実ともにコメづくりの名人
の仲間入りを果たしている。
　その名人が作った米を食した人
たちは一様に「口に入れた瞬間、
ご飯の旨みが口いっぱいに広がっ
た」「粘りすぎず、硬すぎず、程
よい噛み心地」という。また漢方
米はアトピー性皮膚炎、アレルギ
ー疾患や体調不良で悩む大人や子
どもの両親からその後体調等の改
善がみられたとのお礼状が届いて
いますと話す。
　この古川漢方未来米は、東京日

本橋高島屋で昨年のお歳暮セール
で販売された。
　そんな人気米・古川漢方未来米
も福島ということで風評被害に悩
む。昨年は神奈川の日本環境株式
会社でセシウム量を検査した結
果、不検出との結果を得た。古川
さんは「福島の農産物は風評被害
が大変ですが、１人でも応援して
くださる方がいる限り、頑張りま
す。安全・安心・美味しいをモッ
トーにより良いお米を作ります」
と語っている。

　
広
大
な
田
園
地
帯
が
広
が
る
加
須
市
油
井
ケ
島
地
区
。
そ
の

一
角
で
農
業
生
産
法
人
・
誠
農
社
が
５
月
26
日
に
田
植
え
を
行

っ
た
。
農
業
を
楽
し
む
こ
と
で
よ
り
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
の
呼
び
か
け
に
共
鳴
し
て
参
加
し
た
老

若
男
女
は
約
50
人
。
参
加
者
は
、
コ
メ
づ
く
り
の
名
人
の
称
号

を
持
つ
福
島
県
郡
山
市
在
住
の
古
川
勝
幸
さ
ん
（
55
）
か
ら
指

導
を
受
け
て
、
今
注
目
を
集
め
る
「
漢
方
未
来
米
」
を
丁
寧
に

田
植
え
し
て
い
た
。

「
漢
方
未
来
米
」
希
望
者
の
お
問
い
合
わ
せ
先

古
川
農
園
☎
024
・
９
５
２
・
８
８
５
４

「
農
」と
の
懸
け
橋
を
目
指
す

のすすめ旧 暦

自
然
暦
で
季
節
の
移
ろ
い
を
実
感

創
刊
の
あ
い
さ
つ

農
時
新
聞
代
表
　

藤
田 

誠
二

フ
ジ
テ
レ
ビ
も
取
材
に

コメづくりの名人・古川勝幸さんが指導

話題追跡

ミ
ニ
ミ
ニ
バ
ン
ガ
ロ
ー

無農薬漢方未来米とは!?
　
時
代
の
流
れ
が
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に
ど

ん
ど
ん
向
か
っ
て
い
ま
す
。
「
半
農
半

Ｘ
」
も
そ
の
流
れ
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き

た
言
葉
で
す
。

　
半
分
自
産
自
消
型
農
業
と
い
う
半
分
天

職
（
好
き
な
仕
事
）
と
い
う
意
味
を
持
つ

「
半
農
半
Ｘ
」
、
そ
の
言
葉
を
生
み
、
そ

の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
第
一
人
者

と
い
わ
れ
る
塩
見
直
紀
さ
ん
か
ら
学
ぶ
も

の
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
私
た
ち
が
考
え
る
「
半
農
半

Ｘ
」
は
、
少
し
違
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
農
業
を
色
々
な
コ
ト
や
モ

ノ
と
上
手
く
組
み
合
わ
せ
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
「
農
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
意
味
で
の
半
農
半
Ｘ
で
す
。
私
た

ち
は
そ
の
半
農
半
Ｘ
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
立
し
、
よ
り
大
き
く
展
開
で
き
る
よ
う

必
要
な
場
（
空
間
）
や
運
営
シ
ス
テ
ム
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
旧
暦
で
暮
ら
そ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
半

農
半
Ｘ
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
共
鳴
す
る

方
々
と
共
に
“
知
縁
・
血
縁
・
選
択
縁
”

を
大
切
に
し
て
農
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。
半
農
半
Ｘ
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
地
域

を
活
性
化
し
ま
す
。
そ
れ
が
私
た
ち
誠
農

社
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

�

（
㈱
誠
農
社
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
鈴
木
学
）

「半農半Ｘ」

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

　
皆
さ
ん
は
カ
レ
ン
ダ
ー
に
「
太
陽
暦
」
と
「
太
陰
暦
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
。

「
太
陽
暦
」
は
、
そ
う
、
い
つ
も
あ
な
た
が
見
て
い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
以

外
に
ま
だ
あ
る
の
で
す
。「
太
陰
暦
」
は
月
の
満
ち
欠
け
を
基
準
に
し
て
い
る
も
の
。
更
に
第
三

の
暦
と
い
わ
れ
る
の
が
「
太
陰
太
陽
暦
」
。
日
本
で
は
こ
れ
を
旧
暦
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

こ
そ
が
東
ア
ジ
ア
こ
と
に
日
本
の
季
節
の
移
ろ
い
が
極
め
て
正
確
に
把
握
で
き
る
優
れ
も
の
の

カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。
そ
こ
で
今
回
か
ら
そ
ん
な
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
の
特
色
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　▶新暦と旧暦につ
いて　「太陽暦」（新
暦）は1582（天正
10）年にローマ教王
・グレゴリオ13世に

よって作られたもので、太陽の
動きを基準にした暦（１カ月が
30.43日、１年365.2422日）。こ
れに対して「太陰暦」（旧暦）
は約4000年前、中国で「農暦」
として用いられ、月の満ち欠け
が基準（１カ月が29.53日、１年
354.37日）。新暦と旧暦の差は
１年で約11日、３年で約33日。
　旧暦が日本に伝来したのは６
世紀と言われており、以降、明
治５年12月２日まで使用。この
間、四季の変化が豊かな日本で
は、文学作品に謳われた季語や
歴史上の日付は全て旧暦。改暦
した理由は、当時の明治政府が
官吏の給料を月給制にしたとこ
ろ、旧暦のままだと翌年に閏６
月が出来るので給与を年13回払
うのを回避したためと言われて
いる。
　このため明治政府は明治５年
11月９日に改暦を発令、明治５
年12月２日の翌日12月３日を明
治６年１月１日（1873年１月１
日）と定めた。以降は新暦によ
って現在は進行している。

◆本紙の創刊を記念して松村賢治さん著の「旧暦と暮ら
す―スローライフの知恵ごよみ」（文春文庫）と、旧暦カ
レンダーをセットで10名様にプレゼントします（妍環
境計画㈱協賛）。ご希望の方はハガキに住所、氏名、年
齢、電話番号と本紙の感想、今後とり上げてほしいテー
マなどをお書きの上、〒346-0016　久喜市久喜東２―
４―１フジタビル内「農時新聞プレゼント係」まで。

写真（上）築100年を経過した加須市内の古民家が誠農社の活動拠点
写真（下）爽やかな初夏の風を身体いっぱいに受けて皆で田植え

夏休みに
親子でつくろう！

①今注目の漢方未来米・加須で田植え
　
暦
の
こ
と
を
話
題
に
す
る
う

え
で
今
年
６
月
末
ま
で
の
出
来

事
で
最
大
の
話
題
は
何
と
言
っ

て
も
５
月
21
日
の
「
金
環
日

食
」
で
し
ょ
う
。
東
京
、
名
古

取
材
協
力
・
資
料
提
供
＝
松
村

賢
治
・
社
団
法
人
大
阪
南
太
平

洋
協
会
）



２０１２年（平成２４年）７月１0日農 時 新 聞 （4）

　
①
漢
方
未
来
米
（
５
㌔
）
＝

３
名
様

　
古
川
勝
幸
さ
ん
が
生
産
し
た

お
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
。
「
米
・
食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

５
年
連
続
金
賞
を
受
賞
し
た
最

高
級
の
お
米
。

　
②
日
本
酒
「
天
陽
」
（
７
２

０
㍉
㍑
）
＝
５
名
様

　
１
７
１
１
年
の
創
業
か
ら
３

０
０
年
の
仁
井
田
本
家
の
18
代

蔵
元
・
杜
氏 

仁
井
田
穏
彦
さ

ん
が
古
川
勝
幸
さ
ん
こ
だ
わ
り

の
漢
方
未
来
米
で
醸
し
た
山
廃

純
米
吟
醸
。

　
③
ク
オ
カ
ー
ド
（
３
０
０
０

［
７
月
］

　
【
久
喜
】
提
燈
祭
り
＝
12
日

と
18
日
。
７
町
内
か
ら
７
台
の

山
車
が
繰
り
出
さ
れ
、
昼
間
は

神
話
な
ど
か
題
材
を
取
っ
た
人

形
を
山
車
の
上
に
飾
り
立
て
、

町
内
を
曳
き
廻
し
ま
す
。

　
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
鑑
賞
会
＝
26

日
午
後
７
時
か
ら
古
利
根
川
水

循
環
セ
ン
タ
ー
で
。
希
望
者
は

13
日
ま
で
（
先
着
順
）
☎
０
４

８
０
―
22
―
３
８
１
９
へ
。

　
【
加
須
】
加
須
夏
祭
り
＝
14

～
15
日
。
午
後
５
時
～
９
時
30

分
。
加
須
駅
北
口
周
辺
。
江
戸

時
代
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
夏
祭

り
。
１
日
目
は
神
輿
が
町
内
を

練
り
歩
き
、
２
日
目
は
山
車
の

曳
き
廻
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
両

日
と
も
夜
８
時
頃
か
ら
が
ピ
ー

ク
と
な
り
ま
す
。
と
く
に
各
町

内
の
山
車
が
集
合
し
太
鼓
の
叩

き
合
い
は
迫
力
満
点
で
す
。

風
雅
・
風
流
・
和
歌
列
歌

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
不
動
産
価
値
は
「
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
か
ら
「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
。
１
９
２
９
年
の
大
恐
慌

で
ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
の
85

％
が
倒
産
し
た
時
代
に
ホ
テ

ル
を
買
い
あ
さ
り
、
す
べ
て

が
繁
盛
し
、
ホ
テ
ル
王
に
な

っ
た
ヒ
ル
ト
ン
に
あ
る
男
が

質
問
し
た
。
「
あ
な
た
が
購

入
し
た
ホ
テ
ル
の
す
べ
て

が
、
繁
盛
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
秘
訣
は
何
で
す
か
。
」

　
彼
は
こ
う
答
え
た
。

　
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
意
訳
　
立
地
が
す
べ

て
）
」

　
私
た
ち
不
動
産
屋
が
死
ん

で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
言

葉
だ
っ
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
不
動
産
業
界
で

は
、
不
動
産
の
価
格
の
高
騰

は
夢
の
ま
た
夢
に
な
り
、
買

え
ば
す
ぐ
に
売
れ
、
必
ず
儲

か
る
土
地
神
話
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
バ
ブ
ル
前
の
土
地
神
話
の

時
代
に
は
、
当
然
土
地
に
建

物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
と
賃

貸
借
の
権
利
が
付
与
さ
れ
る

の
で
立
退
き
等
に
相
当
費
用

が
か
か
り
、
買
主
の
土
地
利

用
に
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
働

く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
だ
か
ら
更
地
と
し
て
の
保

有
が
、
コ
ス
ト
が
少
な
く
有

利
だ
と
の
通
説
だ
っ
た
。
し

か
し
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
正
反

対
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

が
あ
る
複
合
不
動
産
（
収
益

ビ
ル
等
の
建
物
付
き
土
地
）

の
評
価
が
高
く
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
不
動
産
の
評
価

基
準
が
立
地
か
ら
経
営
に
変

更
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
自
用
資
産
か
ら
活
用

（
営
業
）
資
産
の
変
化
で
あ

る
。
モ
ノ
か
ら
ヒ
ト
へ
、
所

有
か
ら
経
営
、
物
権
か
ら
債

権
、
売
買
か
ら
賃
貸
・
管
理

へ
の
大
き
な
流
れ
の
変
化
の

事
例
は
次
号
か
ら
の
話
に
譲

る
が
、
最
後
に
一
言
、
『
経

営
者
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
不
動

産
は
リ
ス
ク
資
産
に
な
ら

ん
。
』

（
徳
）

梅
雨
の
朝
見
や
れ
ば
濡
れ
し
紫
陽
花
の
し
ず
く
冴
え
冴
え
よ
ひ
ら
に
光
る�

�

文
京
区
　
松
　
野

紫
陽
花
の
佇
む
姿
つ
ゆ
空
に
移
ろ
う
色
香
優
し
く
ゆ
れ
て

�
新
宿
区
　
椎
　
名

ふ
り
か
え
る
梅
雨
消
し
花
の
紅
は
輝
き
け
る
ら
ん
勇
め
し
歩
み

�

狭
山
市
　
大
和
田

高
幡
に
雨
に
う
た
れ
て
遍
路
み
ち
登
り
つ
め
て
や
冴
え
競
う
花

�

狭
山
市
　
大
和
田

投
扇
の
華
や
ぐ
声
を
聞
か
ず
か
や
江
戸
色
競
う
菖
蒲
紫
陽
花

�

品
川
区
　
山
　
下

次
号
の
お
題
「
緑
陰
」

　
「
皆
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
の
に
は
祭
り

が
一
番
だ
と
思
っ
て
始
め
た
ん
だ
が
、
24
年
も
続
く
と

は
…
」

―
嬉
し
そ
う
に
こ
う
語
る
の
は
久
喜
市
名
物

「
れ
ん
げ
祭
り
」
の
生
み
の
親
・
並
木
源
榮
氏
。

　
会
場
な
っ
て
い
る
所
久
喜
一
帯
は
、
元
々
は
農
家
の

集
落
。
並
木
氏
に
よ
る
と
今
か
ら
30
年
前
の
昭
和
50
年

代
は「
48
戸
の
集
落
中
、
40
戸
は
農
家
」。そ
れ
が
昭
和

60
年
代
以
降
の
急
速
な
久
喜
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
に

伴
い
離
農
者
が
急
増
。
今
や
農
家
は
同
地
区
約
１
２
０

戸
中
の
20
戸
程
度
。
以
前
の
ム
ラ
社
会
が
街
に
変
わ
っ

て
最
大
の
変
化
は
絆
の
欠
如
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
不

足
。こ
れ
を
憂
い
た
並
木
氏
が
一
念
発
起
、
昭
和
60
年

の
春
に
、
れ
ん
げ
が
咲
き
誇
る
広
大
な
自
前
の
田
ん
ぼ

の
一
部
を
田
植
え
の
前
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
開

放
、
れ
ん
げ
の
中
で
隠
れ
ん
ぼ
遊
び
な
ど
を
始
め
た
。

　
こ
れ
が
評
判
と
な
り
、
平
成
元
年
の
時
、
市
や
商
工

会
、
農
業
委
員
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
実
行
委
員
会

を
結
成
す
る
現
在
の
ス
タ
イ
ル
に
発
展
。
祭
り
の
内
容

は
、
地
元
農
業
者
に
よ
る
手
打
ち
う
ど
ん
や
餅
の
模
擬

店
、
地
元
伝
統
芸
能
の
披
露
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
と
多
彩
。
毎
年
４
月
29
日
に
開
催
、

市
内
全
域
か
ら
老
若
男
女
２
万
人
が
来
場
す
る
ほ
ど
。

昨
年
は
３
・
11
の
影
響
で
祭
り
を
中
止
し
た
た
め
、
今

年
は
初
め
て
29
日
～
30
日
と
２
日
間
開
催
。
「
復
興
の

祈
り
」
や
「
ご
当
地
Ｃ
級
グ
ル
メ
出
店
」
も
企
画
し
、

人
出
も
倍
増
、
好
評
を
博
し
た
。

　
並
木
氏
は
「
市
民
に
こ
の
祭
り
が
定
着
し
た
の
が
嬉

し
い
。
１
０
０
０
円
持
っ
て
い
れ
ば
1
日
中

楽
し
め
る
祭
り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
。

　
本
紙
で
は
農
時
新
聞
創
刊
を
記
念
し
て
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
紙
面
の
中
に
あ
る
商
品
①
～
④
の
中
か
ら
希

望
商
品
を
選
び
、
別
項
の
応
募
要
領
に
沿
っ
て
は
が
き
＆
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

農
業
生
産
法
人
・
誠
農
社
が
加

須
市
油
井
ケ
島
地
区
で
所
有
す

る
24
画
地
中
の
３
区
画
を
今
年

８
月
か
ら
１
年
間
無
料
で
農
業

体
験
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

円
相
当
）
＝
５
名
様

本
紙
特
製
の
ク
オ
カ
ー
ド
で

す
。

　
④
農
園
サ
ー
ク
ル
（
入
園
料

１
年
間
無
料
）
＝
３
組

バ
ブ
ル
が
終
わ
っ
て

「久喜れんげ祭り」生みの親　並木 源榮さん（68）

奥
　
眞
純
が
選
ぶ

　あなたが希望する商品の番号をはがきに記入
のうえ、本紙の感想、今後取り上げてほしいテ

ーマと住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、〒３４６―００１６
久喜市久喜東２－４－１フジタビル内「農時新聞創刊読者プレゼント
係」まで郵送ください。希望者多数の場合は抽選で当選者を決定。商
品の発送等をもって発表に代えさせて頂きます。また「和歌」の投稿
はハガキに２句までお書きのうえ、上記「和歌係」へ。

■応募要領■

（写真　角舘定男）


